
別所温泉周辺を巡る旅

右手遠方に前山寺本堂の屋根が見える



　　　　随分と標高の高い場所です



　　　冠木門



　樹齢350年前後と言われる大ケヤキ







　後方は薬医門



　　薬医門から前方に三重塔を見る



　獨鈷山とある





　　　　　　アビラウンケンの碑



　　　　宝経印塔という



　　　三重塔/室町時代/重要文化財

　和様と禅宗様との折衷様式とのこと













以下のようなことがあるにもかかわらず、安定感と調和があり美しい姿をしていることから「未完成の完成塔」と呼ばれている
二重、三重とも柱ごとに持出桁が四方に突き出している→縁板を張るはずだった

二重、三重とも柱の上方にどの柱も両側から切り込みが入っている→長押を付けるはずだった

二重、三重とも柱のちょうど中央にあたる所の組物（詰組）の斗の下に四角い穴があいているにもかかわらず斗を受ける束（間斗束）がない

二重、三重とも壁を見ると扉や窓がなく単なる板壁になっている

















　　　明王堂



　　　　本堂









　　第三十五世中島栄知大僧正（総本山紀州根来寺座主）



　　　鐘楼堂



インターネットより


